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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和７年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 

 

課題と解決方策 

 

『社会に出て通用する人材の育成』を

目的とした、ファッション専門教育お

よび人間教育を永続的に実施し、多く

の有能な人材をファッション界に輩出

することにより、社会に貢献すること

を教育理念とし、少人数制と産学連携

教育により実務経験豊富な教員が親身

な指導を行い、学生一人ひとりの目的

達成に導くことを目標とする。 

 

学生の満足度向上を図ることを重

点目標と位置づけ、授業内容・授業

運営方法の一層の充実を図るとと

もに、学生一人ひとりに対する適切

な就職指導など、従前に引き続き、

更なる教育の質の向上を推進する。 

また、コロナ禍で減少した入学者数

を、コロナ以前の水準に戻すべく広

報活動の強化を図る。 

 

学生による授業評価調査の結果、授業

満足度は昨年より若干低下し、満足傾

向 81.4%・中庸傾向 11.8%・非満足傾

向 6.8%となった。調査結果を授業ご

とに検証し、改善が必要な事項等につ

いてのフィードバックを行った。全体

的な授業満足度向上に向けては、時代

のニーズに対応した実務経験豊富な

教員を増強するとともに、カリキュラ

ムを一部改定したほか、授業要項（シ

ラバス）により、授業目的・到達目標・

評価基準・教員の実務経験等の明確な

開示を行った。また、産学連携やイン

ターンシップによる実社会での職業

体験を実施し、実践的な学習により知

識・技術の向上を図り、将来の職業選

択をする上での有用性が認められた。 

入学者数に関しては、広報活動を強化

したが、昨年度より入学者数は減少し

てしまった。 

 

少人数制の教育の中で以下に学生に

対し適切な指導を行い、授業科目にも

よるが、学生一人ひとりの到達レベル

の設定を可変的なものとし、達成感を

得やすい授業運営を行うことが肝要

であり、そのための指導方法の考察・

試行を、次年度以降に向けての継続検

討課題とする。 

また、産学連携教育の充実を図り、よ

り教育プログラムを魅力的なものに

ブラッシュアップしていくとともに、

その内容を広報活動につなげ、入学検

討層を増加させていく。 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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基準１ 教育理念・目的・目標と職業教育のマネジメント 
1-1 （1/1） 

1-1 教育理念、目的及び目標の設定等 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

1-1-1 教育理念等を踏

まえ、当該専門学校とし

て、目的及び目標を設定

し、学科（コースを設置

している場合はコースご

と）ごとに育成する人材

像を明確にしているこ

と。  

 

○当該専門学校の教育理念を

踏まえた目的、目標が適切な決

定過程により設定されている

か 

○設置している課程（学科、コ

ースを設置している場合はコ

ースごと）ごとに目的、目標、

育成人材像が具体的に示され

ているか 

○当該専門学校の教育理念、目

的、目標と学科等ごとの目的等

との関連性が明確になってい

るか 

○また、入学者受入れ方針、教

育課程編成・実施方針、卒業認

定方針との関連性が明確にな

っているか 

○教職員、学生、社会に対して

教育理念等が十分に周知・公表

されているか 

学校全体の教育理念は明確に

示されているが、学科毎に到達

すべき目標や育成人物像が明

文化されていない。 

教育課程編成に関しては、教育

課程編成委員会を組織し、外部

からの有識者のアドバイスを

基にカリキュラム構築を行っ

ており、卒業後に身に付けたい

力などの共通認識は持ててい

る。学校の教育理念に関し、少

人数教育や産学連携教育を通

じて実践力を養うカリキュラ

ムへ反映はできている。 

教職員・講師に関しては定期的

な会議等で周知を図り、学生に

対してはオリエンテーション

時等で周知を図っている。また

HP にも記載し、社会に対して

も周知を図っている。 

学校全体の教育理念を各学科

の教育で体現することはでき

ている一方、学科特性に合わせ

た教育目標の設定や目指す人

物像が明文化されていないの

が課題である。 

 

少人数教育で産学連携を通じ

てファッション業界で活躍で

きる人材を輩出するという理

念をより学科で具体化してい

く。 

講師や職員間での理念の浸透

は今後も図っていく一方で、学

科においては今後目指すべき

人材像を設定し、それに向けて

改めてカリキュラムの見直し

や今の社会に求められる人物

像の不断的に見直しを図って

いく。 

 

参照資料 中項目の評定 

学則・ ２ 

最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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1-2 （1/1） 

1-2 職業教育のマネジメント体制の整備 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

1-2-1 職業教育を推進

（教育の企画・設計・運

用、検証及び改善・向上

等）するために必要なマ

ネジメント体制（以下「職

業教育のマネジメント体

制」という。）を整備し、

有効に機能しているこ

と。 

○当該専門学校の目的を実現

するために、学校内に具体的に

職業教育を推進するための組

織体制を整備しているか 

○職業教育のマネジメント体

制は有効に機能しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織編成上、職業教育を推進す

るにあたり、主たる役割を担っ

ているのは教務部である。 

カリキュラム編成にあたり、教

務部スタッフとマネジメント

スタッフが会議等を通じてカ

リキュラムを構築している。 

また、適宜振り返りを行い、次

年度に向けて改善すべきこと

を話し合い、次年度に活かして

いる。 

講師より現状授業のヒアリン

グを行い、次年度のカリキュラ

ムに活かす等の機会を定例的

に設けられている。 

 

課題としては、カリキュラム構

築をするにあたり、会議等で決

定をするが、年間を通してフロ

ーとしてより段階的に構築す

る場の設定があると、より良い

のではないかと感じている。 

教務部と講師が連携し、学生に

対しより良いカリキュラムを

提供しようとする機会が多く、

その場は今後も継続して実施

していきたい。 

また、カリキュラム構築に関し

ては、教育課程編成委員会も一

昨年より開催しているため、よ

り意見を反映できるような仕

組みやフローを構築していき

たい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 

 

 

最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 



 

4 

 

 

基準２ 教育課程、教育の実施、学修成果 
2-1 （1/2） 

2-1 教育課程の編成と授業科目 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2－1-1 学校の目的・目

標及び育成人材像を実現

するための教育課程編

成・実施方針を定め、方

針に基づき、必要な授業

科目を体系的・段階的に

配置した教育課程を編成

していること。 

○教育課程の編成にあたって、

卒業認定方針を踏まえ、学校の

目的・目標及び育成人材像を実

現するための教育課程編成・実

施方針を策定しているか 

○教育課程編成・実施方針に基

づき、系統性・段階性に配慮し

た授業科目を配置し教育課程

を体系的に編成しているか 

○当該専門学校における教育

課程編成の過程は、明確になっ

ているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学科において、目指す職業

イメージは共有できている。 

教育課程編成に置いては、年

2 回の教育課程編成委員会

の実施により、業界の意見を

カリキュラムに反映するフ

ローが構築できている。 

各学科の目指す職業イメー

ジは明確ではあるが、具体的な

育成人材像の明文化までには

至っていない。 

学年ごとの到達目標に関し

ては、科目ごとの設定はできて

いる。その積み上げがどのよう

な力を育成していくかをより

明確化していく必要がある。 

少人数教育及び立地を活かし

た産学連携教育という長所を

より伸ばし、卒業後に即戦力と

して活躍できる人材を育成す

るためのカリキュラム編成に

注力する。学科・学年の積み上

げを明確にし、より細分化した

目標を設定していく。 

2-1-2 教育課程編成の

ために、教職員及び企業

等の役職員その他の委員

により組織する教育課程

編成委員会等を設置し、

年 2 回以上開催している

こと。 

【注）職業実践専門課程】 

○職業実践専門課程の認定課

程（学科等）を設置する学校に

おいては、産業界及び地域社会

との連携による教育課程の編

成・実施のため、教育課程編成

委員会を設置しているか 

○上記委員会を年 2 回以上開

催し、産業界等からの意見につ

いて具体的に反映させるなど、

委員会を機能させているか 

ファッションクリエーター

科・ファッションビジネス科

に関しては、年 2 回教育課程

編成委員会を実施し、意見を

聴取してカリキュラム編成

に活かしている。 

地域の企業や業界団体の方か

ら意見を頂き、カリキュラムに

反映させることができている。 

課題としては、近年取り組みを

始め歴史が浅いため、カリキュ

ラム編成以外の話題に至る場

面もある。 

委員の方については定期的に

メンバーを更新し、より今の業

界が求める人材を把握できる

ようにしていく。 

また、議事に関しては、よりカ

リキュラムの内容を明確化し、

委員にとって意見の出しやす

いように進行を進めていく。 
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2-1 （2/2） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-1-3 外国人留学生に対し

て、日本国内に就職する際に

必要となる日本社会の理解の

促進に資する授業科目を 10

単位以上開設していること。 

【注）外国人留学生キャリア形

成促進プログラム】  

○外国人留学生キャリア形成

促進プログラムの認定課程を

設置している専門学校におい

ては、外国人留学生に対し

て、日本国内に就職する際に

必要となる日本社会の理解の

促進に資する授業科目を 10

単位以上開設しているか 

○該当する授業科目は、文

部科学省が規定する要件を

満たす適切な内容になって

いるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状は当プログラムに該当

していないため、授業科目を

10 単位以上は開設していな

い。ただ日本人と同じクラス

の中で授業を実施しており、

通常授業の中でコミュニケ

ーションを図るように工夫

をしている。 

該当なし 該当なし 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 

 

 最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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2-2 （1/2） 

2-2 教育課程の実施 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-2-1 授業科目内容に

応じ、講義、演習、実験、

実習又は実技等、適切な

授業形態で教育が実施さ

れ、かつ、適切な教材が

用いられるとともに、学

校が定めた基準に基づき

成績評価を行っているこ

と。  

○各授業科目について、適切な

授業形態、方法及び教材が用い

られているか 

○授業科目ごとにシラバスを

作成し、学生に周知しているか 

○学生に対する履修指導、予

習・復習等に係る相談・支援に

取組んでいるか 

○成績評価について、授業科目

の内容、形態に応じた基準を設

定し、シラバス等で学生に明示

した上で、学生の学習に係る評

価を公正かつ厳格に行ってい

るか 

○成績評価の公正性・厳格性

を担保するために、学生からの

成績評価に関する問合わせ等

に対応するしくみを整備し、か

つ学生に対して明示し、適切に

運用しているか 

 

 

 

 

 

各学科において、適切な授業

形態を基に授業を実施してい

る。 

シラバスに関しても、教科ご

とに作成をし、学生に周知して

いる。 

 

学習の相談に関しては担任

含め、相談に乗る体制を整えて

いる。 

成績評価に関してもシラバ

スに配点を記載し、公正に評価

する体制をとっている。 

 

成績の開示については問い

合わせがあった際に点数を開

示できるように整えている。 

科目ごとに沿ったシラバス

を作成し、学習効果を高めるよ

うな取り組みを実施している。 

また、各クラスに担任を配置

し、学生個々の学習に対する相

談に関しては適切に対応でき

るようにしている。 

 

評価について定期試験という

形で画一的に実施はしておら

ず、科目の特性に合わせて課題

提出等で評価を実施している。 

 

そのため、成績評価時期に多少

のばらつきが発生しているた

め、そこが課題となっている。 

 

学生の興味関心の高い授業内

容を構築していくとともに、よ

り毎年シラバス内容を見直し、

業界の変化に合わせた内容に

していく。 

 

評価時期に関しては、今後試験

実施期間を設け、一定程度の評

価時期の統一を図るとともに、

より具体的な評価基準を設け

ていく。 
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2-2 （2/2） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-2-2 企業等と連携し

た、実習、実技、実験又

は演習等（以下「実習・

演習等」という）の授業

を行っていること。 

また、教育目標の達成

に必要な企業等と連携し

た実習・演習等の単位時

間または単位数の総授業

時数に占める割合を具体

的に設定していること。 

【注）職業実践専門課程】  

○職業実践専門課程の認定課

程（学科等）を設置する学校に

おいては、実践的な職業教育と

して重要な企業等と連携した、

実習、実技、実験又は演習等（以

下「実習・演習等」という）を

行っているか 

○連携実習等の総事業時間数

に占める割合を設定している

か 

○連携実習等において、協力

機関等と到達目標等を共有し、

成績評価等について必要な協

働・連携する体制を整備してい

るか 

職業実践専門課程認定学科に

おいては、企業と連携した実技

や演習の授業を毎年実施して

いる。 

具体的には企業から講師を派

遣し、その講師が授業を進める

形で行っている。 

そのため到達目標や成績評価

に関しては講師と内容を確認

し、協力体制を敷いて行ってい

る。 

 

 

毎年同様の企業に依頼をして

いるため、学習の内容が年々深

くなっていると感じている。 

その一方、多少内容が硬直化し

ているきらいもあるため、連携

企業等に関しては更新してい

く必要がある。 

単年での実施ではなく、一定程

度継続して依頼していくこと

で到達するレベルの向上がみ

られる。ここに関しては一定の

スパンを規定し企業と今後も

連携を図って生きたい。 

 

また、更新していくことも必要

なため、数年程度の区切りを設

定し、振り返りを行いながら連

携企業の更新を実施していき

たい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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2-3 （1/1） 

2-3 単位・卒業認定 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-3-1 学校の目的・目標

及び育成する人材像を実

現するために必要な卒業

認定方針（資格・免許等

を含む修得させる職業能

力を含む）を学科・コー

スごとに定め、当該方針

に基づき卒業を認定して

いること。 

○あらかじめ、学生に周知し

ている卒業認定方針に即した

卒業認定の基準及び方法によ

って卒業認定を行っているか 

取得単位数及び出席率を基

に卒業認定を年度当初に周知

している。 

修得すべき能力に関しては

カリキュラム上設定を行い、そ

れに沿って科目配置を実施し

ている。 

 

毎年卒業進級判定会議を実

施し、成績評価、出席状況を勘

案したうえで卒業、進級の判定

を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位認定に際してはなるべ

く主観による評価を省き、客観

的に評価できるように工夫し

ている。 

 成績評価の公平性は確保さ

れており、学生の納得度も高

い。 

 

 

到達すべき能力や技術・現場 

実践力などは卒業認定におけ

る評価として科目ごとに設定

をし、評価を行っている。 

 

資格取得に関しても、対策授業

を実践しているが、必須資格と

いう形での設定ではないため、

より取得に関して注力してい

く。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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2-4 （1/2） 

2-4 学修成果目標の達成状況 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-4-1 卒業認定方針に

明示した学科・コースごと

の職業能力（資格・免許等

の取得、必要な知識や技

術、技能、職務遂行能力

の修得など含む。）の学生

の修得状況を把握し、評

価していること。  

○卒業認定方針を踏まえ、学

科・コースごとに職業能力（資

格・免許等の取得、必要な知識

や技術、技能、職務遂行能力の

修得含む。）の修得についての

目標を定め、学生の達成状況を

把握し評価しているか 

学科の科目ごとに到達目標

を設定しており、定期試験や課

題提出、インターン実施等で学

生の達成状況を評価している。 

主として成績評価による評価

と把握のため、客観性がある一

方、点での評価につながりやす

いことが課題として上げられ

る。 

職業能力や人物像をより明確

にし、到達度を定期的に振り返

る機会を設けていく。 

2-4-2 学生の進路に関

する目標を定め、その目

標を達成していること。  

○学生の就職、進学等進路に

関して具体的な目標を定め、そ

の目標の達成状況を把握してい

るか 

○卒業後の進路・キャリア形成

に関する相談や指導などの支

援体制を整備し適切に運用し

ているか 

○卒業生の進路・キャリア形成

状況等を踏まえ、当該専門学校

の教育課程、教育方法、学修成

果等を検証し、必要に応じ、そ

れを踏まえた改善・向上策をとっ

ているか 

 

 

 

 

入学当初及び定期的に現在

目指す将来像を書き出し、それ

に向けた支援を実践している。 

 

卒業後も卒業生に対して相

談の窓口を開き、再就職支援や

離職防止などの対策を実施し

ている。 

 

離職調査を行い、離職理由を

精査するとともに、それをカリ

キュラムに活かすように取り

計らっている。 

入学当初の目標から、目標が

変化することもあるので、その

対応を柔軟に行っている。 

 

卒業生に関しては、システム

よりも個々の支援になってい

るので、卒業後も継続してつな

がっていられるシステム構築

が課題 

学生の個々の状況をより具体

的に把握し、サポートできるよ

うに定期的に面談を実施して

いく。また、卒業生に対してフ

ォローアップを行う仕組みを

具体的に構築していく。 
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2-4 （2/2） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-4-2 続き ○卒業生、実習先・就職先など

関連する企業及びその他組織

の意見や在学生の意見を勘案

するなど、多角的、継続的な視

点に立った検証方法等について

工夫をしているか 

内定先の企業に関しては卒

業生の現状をヒアリングする

機会を一部設け、就職に必要な

スキル把握に努めている。 

 

学校関係者評価や教育課程編

成委員会に置いて外部の声も

ヒアリングし、より学生の自己

実現ができるカリキュラム構

築に努めている。 

卒業生とのつながりが強い分、

卒業後に学校を訪問してくれ

る卒業生から課題をヒアリン

グすることはできている。 

 

それが仕組みとして整備され

ているわけではないので、仕組

化をしていくことが重要であ

る 

卒業生・内定企業等を訪問し、

現状の課題や学校に教育とし

て求める基などをさらにヒア

リングする機会を仕組みとし

て設けていく必要性がある、 

 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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基準３ 学生の受入れ、学生支援 
3-1 （1/1） 

3-1 学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-1-1 入学者の受入方

針、入学選考基準、方法

を定め、入学希望者に明

示し、入学者の選考を公

正に行い、合否を決定し

ていること。 

○卒業認定方針及び教育課程

の編成・実施方針を踏まえて学

生の受入れ方針を定め、求める

学生像や入学者に求める水準

等を明確に示しているか 

○また、選抜方法及び手続を

あらかじめ公表した上で、所定

の選抜基準及び体制のもとで

適切かつ公正に入学者を選抜

しているか 

募集要項及び学校 HP にて、

求める学生像や選考方法を明

示し、基準通りに実施してい

る。 

選考時期が総合型選抜・高校推

薦・一般入試とそれぞれ分かれ

ているため、早期志願者から社

会人まで幅広い人材を受け入

れられている。 

 

高校生の進路選びが早期化し

ているため、それに対応して選

考基準などをより早い時期に

明示していきたい。 

3-1-2 学生の受入れは、入

学定員に基づき適正に行

っていること。 

 

○入学定員に対する入学者数

及び収容定員に対する在籍学

生数を適正に管理しているか 

入学定員及び収容定員に対

し在籍学生が超過しないよう

に適切に運用している。 

特に問題なし 特に問題なし 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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3-2 （1/1） 

3-2 多様な学生に対する修学支援 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-2-1 適切な体制を構

築し、障がいのある学生、

海外からの留学生、社会

人経験者など、多様な学

生の修学に関する支援を

行っていること。 

 

○障がいのある学生、海外か

らの留学生等多様な学生に対

して必要な配慮、支援を行って

いるか 

多様な学生に対し、担任制を

導入して担任が１次サポート

を行い、その後必要性に応じて

より専門性の高いサポート機

関につなげている。 

少人数制の中で、個々のサポ

ートはできている。 

合理的配慮の対応もしてお

り、今後事例を重ねていく中で

よりよい対応を実施すること

が課題 

留学生に向けては日本語力の

強化が必要であり、その対策プ

ログラムを検討している。 

 

3-2-2 特に海外からの

留学生について適正な在

籍管理、進路(就職)指導

を行うとともに、日本人

学生との交流の機会が確

保されていること。 

【注）外国人留学生キャ

リア形成促進プログラ

ム】 

○特に、外国人留学生キャリ

ア形成促進プログラムの認定

課程を設置する専門学校にお

いては、海外からの留学生につ

いて適正な在籍管理、進路(就

職)指導を行うとともに、日本

人学生との交流の機会が確保

されているか 

留学生に関してはビザの更

新やアルバイト報告、出席指導

等の適切な在籍管理を実施し

ている。 

留学生と日本人でクラスを

分けていないため、クラスメイ

トと交流する機会を設けてい

る。 

個々に対する支援は実施で

きているが、日本語力に差があ

るため、日本語が苦手な学生に

対し日本語力を向上させる取

り組みが今後の課題である。 

上記同様、日本語力向上のプロ

グラムを構築していくことと、

グループワーク等で日本人学

生との交流も定例的に実施を

していく。 

3-2-3 学生の経済的側面

に対する支援体制を整備

し、適切に周知、運用し

ていること。  

○学生が就学を継続するため

の経済的側面に対する支援体

制を整備し、情報の提供及び相

談について適切に周知、運用し

ているか 

日本学生支援機構の奨学金を

中心に、企業型の奨学金制度も

周知を図っている。 

学生個々にたいし、申請手続

き等きめ細やかな対応を行っ

ている。 

経済的困窮学生の発見とフォ

ローアップをよりフローとし

て実施できる体制づくり 

 

参照資料 中項目の評定 

 ２ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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3-3 （1/1） 

3-3 学生生活に関する支援 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-3-1 カウンセラーの

配置、相談室の設置など、

学生の相談に対応するた

めの環境整備を行い、適

切に運営していること。 

○学生生活等に関する相談体

制を整備し、相談対応につい

て、十分、学生に対して周知し、

機能、活用されているか 

 

 

 

 

学園グループで利用可能な

学生相談室を設置し、学生に周

知を行っている。 

 

自分自身でも予約ができるほ

か、担任を通して予約すること

もできる体制となっている。 

存在自体が安心感につなが

っている一方、利用率について

は今年からの取り組みになる

ため、積極的に利用を促すこと

が課題となっている。 

心身の不調を早めに把握し、相

談室へ適切につなげていくサ

ポートをより充実させていく。 

3-3-2 留年者、退学希望

者など学習の継続に困難

な問題を抱える学生に対

し適切な対応を行ってい

ること。 

○留年者、退学希望者など学

習の継続に困難な問題を抱え

る学生にあわせて他部署も巻

き込んで個別に対応できてい

るか 

学生の状況を把握したうえ

で、学習上の課題に関しては授

業担当の講師を含め状況を共

有し、対策をとっている。 

 

教務だけでなく、事務局のスタ

ッフも学生状況の把握に努め

ている。 

担任や事務部を含め、学校全体

で学生の状況を共有し、対応に

努めていることが長所として

上げられる。 

課題としては、学生の問題が多

様化していく中で、より仕組み

の部分で救済できるような措

置の検討が必要。 

 

個々人のカウンセリング力の

向上は継続的に行っていく一

方、休学や転科・転校・長期履

修などの制度活用や学生のペ

ースに合わせた学習計画の構

築が必要。 
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3-3 （1/1） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-3-3 学校保健安全法

に基づく学校保健計画を

策定し、学生の心身の健

康管理体制を整備し、適

切に運用していること。 

 

 

 

〇定期的な健康診断の実施、結

果のフォロー、健康管理に関す

る啓発活動など、学生の心身の

健康管理体制を整備し、適切に

運用しているか 

 

 

 

年に１度健康診断を実施し、

再検査対象学生に関しては提

携医療機関への受診を促して

いる。 

 

また学校医と年に数回ミー

ティングを行い、健康診断の実

施方法などの改善に努めてい

る。 

健康診断の受診率は高い一方

で、再検査対象学生の再検査の

促しが弱くなってしまうこと

が課題。 

 

健康診断が就職活動等にも重

要になってくるという動機づ

けを活かしながら、再検査の実

施も推奨していく。 

3-3-4 学生のキャリア

支援、就職支援に対する

支援体制を整備し、適切

に周知、運用しているこ

と。 

 

〇キャリアセンターとの連携

強化及び学生への情報の周知、

運用ができているか 

 

 

学生個々の就職希望をヒア

リングしていきながら、担任と

事務局が連携して就職支援に

あたっている。 

履歴書添削・面接指導など、

個々に合わせた指導を実施し

ている。個別性が高いことが長

所である。 

活動開始時期が早期化する中

で、長期休暇中、特に春休み中

の就職動向の把握が今後の課

題。 

長期休暇中においても学生と

連絡が取れる体制を構築し、就

職活動をフローで支援できる

体制を作っていく。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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3-4 （1/1） 

3-4 学生の自主的な学習等の促進に対する支援 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-4-1 学生の学力や学

習状況を把握し、入学前

教育や補習授業を行うな

ど学習支援に取組んでい

ること。学生の円滑な学習

に向け、シラバスの活用に

よる学習成果の向上や自

主的な学習に関する適切

な支援を行っていること。 

○自主学習等に対する相談対

応と学習支援 

○成績不振の学生の状況把握

と指導 

○留年及び休学者の状況把握

と対応 

○退学希望者の状況把握と対

応 

実技系科目においては、曜日を

定め補習時間を設けている。 

そこで進捗に課題のある学生

のフォローを行っている。 

休学者に関しては月に１回程

度連絡をとり、状況把握に土止

めている。 

能動的に能力を高めたいと

いう学生にとっては、補習を受

けることでより学習の強化が

図れる一方、苦手意識を持って

いる学生に対して参加を促し

ていくことが今後の課題であ

る。 

 

補習のとらえ方をよりポジテ

ィブにできるような働きかけ

の改善を行っていく。 

3-4-2 正規の授業時間

以外に行われる、課外活

動など学生の自主的な活

動を充実させるため、適切

に支援していること。 

○部活動などの実績と支援の

実施 

○ボランティア活動の実績と

支援の実施 

部活動やサークル活動は現

状取り組みがないが、インター

ンやプロジェクト活動という

形で正規の授業以外で企業課

題に取り組むことを行ってい

る。 

プロジェクト活動の中ではア

イドルの衣装制作などが取り

組まれており、意欲の高い学生

が参加できている。 

校舎の一部を外部に利用して

もらい、近隣のファッション関

連のスタッフが研修として利

用している例もある。そこに学

生が入り、教育的価値を構築し

ていきたい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 

 



 

16 

 

 

基準４ 教員・教育実施組織 
4-1 （1/1） 

4-1 教員の配置、募集、採用 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

4-1-1 教育課程を実施

するのに必要な、資格・

要件を備えた教員につい

て、採用基準等を整備し、

適正に運用しているこ

と。 

○法令上の基準を遵守し、学

校の目的を実現し、目標の達成

するための教育を十分に実施

できるだけの教員を配置して

いるか 

教員の配置に関しては経験

のある適切な人数を配置して

おり、教育目的を達成するため

に十分な人員を配置できてい

る。 

採用に関しては法令上の基

準はクリアしているが、実務経

験などは状況に合わせて採用

しており、より明確な科目や学

科に対する基準を設けても良

いかもしれない。 

学生を育成する能力について、

採用時に面接等で確認してい

るので、継続する一方、職員が

育てたい人物像と学校が育て

たい人物像をよりすり合わせ

していくことが重要。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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4-2 （1/1） 

4-2 教員の組織編制等 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

4-2-1 学校の目的に応

じた教育を実施するため

に、適切な業務分担、責

任体制のもとで分野の区

分ごとに、教員の組織体

制を整備していること。 

○当該専門学校の教育活動を

進めるための基本的な組織体

制を整備しているか 

○組織の責任体制、役割分担が

規程等において明確で、連携体

制が機能しているか、 

○当該専門学校の目的等を共

有し、達成に向けた協働意欲を

醸成するために、教職員組織等

の円滑な運営と改善向上に向

けた取組を行っているか 

教育責任者に加え、学科ごとに

担任を配置し、カリキュラム構

築や授業間の連携を図ってい

る。月に 1 度職員の全体会議

を実施し、現状の問題点の改善

について話し合っている。 

担任同士のミーティングにつ

いても、隔週で実施をしてい

る。 

学科毎の構築が強化される

ことが長所として上げられる

一方、学科を超えた成功体験の

共有などが弱まる部分が課題

として上げられる。 

担任は学科を超えた中で情報

共有を行い、自学科だけでなく

学校全体の学生に対してフォ

ローができるように情報共有

を強化していく。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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4-3 （1/1） 

4-3 教員の資質の向上 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

4-3-1 学校の授業の内

容及び方法の改善を図る

ための FD(Faculty 

Development)など組織的

な取組や教員の研究活

動、自己啓発等への支援

を行っていること。 

○教員の資質向上を図るため

に、研修計画を作成し、計画的

に必要な研修を受講させるなど

組織的な取組を行っているか 

○教育の質の向上に向け組織的

なファカルティ・ディブロット

メント活動に取組んでいるか 

学校単体ではなく、学園グル

ープ全体で研修計画を策定し、

対象となる経験年数や役職の

スタッフが参加している。 

現状の学生理解や教育活動

への具体的な活用ができてい

る。 

教員経験が浅い、又はない職

員に対して、質の均一化に寄与

している。 

多様化する学生の課題に対し、

研修の中だけでは補えない部

分もあるため、ＯＪＴの中でそ

の部分はフォローしている。 

4-3-2教員の専攻分野に

おける実務に関する知識・

技術、技能を修得・向上す

るための研修を企業等と

連携して、組織的に行って

いること。【注）職業実践専

門課程】 

○職業実践専門課程の認定校

においては、企業等と連携した

研修（専攻分野の知識等）を組

織的に行っているか 

専攻分野に対する研修を年

に 3 回程度、定期的に実施し

ている。 

トレンドの移り変わりが早

い分野の中で、毎年情報を更新

していくことが重要になって

いる。 

研修に関しても、業界動向をよ

り把握し、その年に合った内容

を受講できるようにより精査

していく。 

4-3-3 教員の授業及び

指導力等を修得・向上す

るための研修を企業等と

連携して、組織的に行っ

ていること。 

【注）職業実践専門課程】 

○職業実践専門課程の認定校

においては、企業等と連携した

研修（指導力の向上）を組織的

に行っているか 

クラスマネジメントを中心

にした研修を実施している。 

担任授業において、コミュニ

ケーション力・社会人基礎力を

養成するための内容に注力し

ている。 

少人数制の中で、よりクラス

マネジメントの重要性は増し

ており、個々のフォロー力と合

わせて仕組みとしてクラス運

営できる力が必要になってい

る。 

学生が安心した環境の中で授

業が受けられるように、担任と

しての指導力向上の研修は継

続的に実施していく。 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 
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基準５ 教育環境 
5-1 （1/1） 

5-1 教育環境の整備点検、改善等 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

5-1-1 専修学校設置基

準及び関連法令に基づ

き、教育上の必要性に対

応できる施設・設備、機

械器具等を備えているこ

と。（補修、更新含む） 

○当該専門学校における教育

課程を実施するために必要、か

つ十分な施設と、学生数、教育

内容、教育方法に対応するため

の設備を整備し、十分活用して

いるか 

○施設、設備について適宜点

検し、計画的に改修、補修等を

適切に行っているか 

法令に定められた設備を含

め、一人１つのパソコンやミシ

ンなど、学生が授業を不便なく

受講できるだけの環境を整備

している。 

校舎営繕に関しても月に1回

定期的な営繕業者とのミーテ

ィングを設け、補修等の細かな

内容を漏れないように調整し

ている。 

外壁補修等含め、計画的に校舎

補修は進められており、今後も

校舎営繕や計画的な補修に努

めていく。 

またパソコン等の機器に関し

ても複数年を経過した物に関

しては機能を勘案し、リース等

で更新ができるようにしてい

る。 

少人数制の中で、学生に不自由

のない環境を提供できている。 

今後も業界のニーズに合わせ、

機器や教材の更新等は定期的

に実施していきたい。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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5-2 （1/1） 

5-2 安全対策、防災組織 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

5-2-1 学校保健安全法

に基づく学校安全計画を

策定し、学校における安

全対策を適切に行ってい

ること。  

○学校保健安全法に基づく学

校安全計画を策定し、火災の発

生及び大規模災害発生時並び

に授業中の安全管理等におい

て、適切に対応しているか 

年に1度火災を想定した避難

訓練を実施しており、職員にも

役割を振り分けて適切な訓練

を実施している。 

 

また消火器の使用したこと

のない職員に向けては使用訓

練も実施しており、緊急時には

対応できる体制を整えている。 

学校から 2 次避難場所が離

れた場所にあるため、そこまで

避難誘導を緊急時に実施でき

るかのシミュレーションはも

う少し内容を詰めて実施する

必要がある。 

 

また帰宅困難時における対応

訓練は詳細な内容を実施でき

ていないため、次年度に向けて

改善していきたい。 

火事だけでなく、地震による帰

宅困難時の対応や、より遠方に

避難することになった際の対

応など、様々なシチュエーショ

ンを想定した訓練を今後充実

させたい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ２ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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基準６ 教育活動の基盤と情報の公表 
6-1 （1/1） 

6-1 中期事業計画と財務基盤 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-1-1 当該専修学校の

中期事業計画又は設置法

人の中期事業計画に、教

育目的、教育目標の実現

に向けた具体的な内容が

位置付けられているこ

と。  

○当該専門学校の目的を実現

するために、実効性のある具体

的な中長期的計画が策定され

ているか 

○設置法人が策定している場

合は、計画上に当該専門学校に

おける教育等の内容が明確に

位置付けられているか 

○計画の進捗状況、組織上の

役割分担、計画の見直しなど計

画の遂行の実効性は十分か 

中期事業計画に関しては、5

カ年を目安に今後の募集活動、

教育計画を策定し、その推進に

努めている。 

毎年計画については見直し

を行い、現実とのずれがないよ

うに留意している。 

毎年 9 月ごろに次年度の計

画及び 5 カ年の計画をくみ上

げ、関係各所と内容をすり合わ

せしている。 

単年度の教育目標の達成だ

けでなく、5 年後の教育到達の

イメージをより具体化するこ

とが課題として上げられる。 

教育課程編成委員会含め、業界

からの動向のヒアリングを中

期計画に反映していくことで、

実践力のある学生の育成に寄

与していきたい。 

6-1-2 当該専修学校の

教育活動を安定して遂行

するために必要かつ十分

な財務基盤を確立してい

ること。【注)修学支援新

制度機関要件の確認】 

【注）外国人留学生キャリ

ア形成促進プログラム】 

○中期事業計画を実行し、当該

専修学校の教育活動を安定し

て遂行するために必要かつ十

分な財務基盤を確立している

か、不十分な場合は改善に向け

た計画を策定しているか 

現状では中期計画上で財務

状況が改善されるように募集

計画を策定しており、それに沿

って学科編成などを含め改善

をしている途中である。 

募集計画を策定するにあた

っては、入学希望者のニーズを

より分析し、業界が求める人物

像とすり合わせていくことが

肝要である。 

その視点をより深くもち編

成を進めていきたい。 

服飾学校として他校との差別

化を図るカリキュラム編成を、

立地面も含めてよりブラッシ

ュアップしていき、魅力ある学

校づくりに取り組んでいく。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ２ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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6-2 （1/1） 

6-2 学校運営 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-2-1 学校運営の組織

体制を整備し、適切な運

営が行われていること。  

○当該専門学校の全体の運営

について、事務組織体制を整備

し、業務分担、責任体制が明確

になっているか 

○教員と職員による連携体制

を確保しているか 

○校長による意思決定及び執

行管理が適切に行われている

か 

職務分掌を作成し、事務部・

教務部が連携して学生支援に

取り組んでいる。 

少人数教育の利点を生かし、

役割を明確化したうえでそれ

に硬直化しない運営を目指し

ている。 

職員・教員が連携をしながら

運営に当たっている。 

月に 1 度の全体会議を含め、

定期的に情報共有を図りなが

ら業務を進めている。 

 

意思決定に際し、校長含め運営

職員で行いながら、職員の意見

も反映して運営をしている。 

6-2-2 学校運営に必要

な知識・技能等を身に着

け、意欲及び資質を向上

させるために SD（Staff 

Development）活動などの

取組が行われているこ

と。 

○学校運営を適切かつ効果的

に行うため、学校の管理運営や

教育活動等に関わる教職員に

必要な知識及び技能を習得さ

せ、並びにその能力及び資質を

向上させるための組織的に研

修の機会を設けるなどの取組

みを行っているか 

東京都専修学校各種学校協

会が主催している研修を始め、

学校運営にかかわる研修に関

しては適切な役割の職員が受

講できる環境を整えている。 

新規職員に対しては年間の

中で達成したい目標を設け、そ

こに向けて年間どのように携

わるかの設定もしている。 

OJT 制度を通じて、職員の

育成にも注力している。 

学校全体として、より職員の育

てたい能力を明確化し、それに

向けて研修の計画を再構築す

るなどの取り組みを行ってい

きたい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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6-3 （1/1） 

6-3 学校評価の実質と改善活動 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-3-1 学校関係者評価委員

会、教育課程編成委員会等外

部からの意見を反映するな

ど、関連企業等団体、地域社

会等からの意見を当該専修

学校の運営やその改善・向上

において活用していること。 

特に職業実践専門課程にお

いては、教育課程編成委員会

を年 2回以上開催しているこ

と。【職業実践専門課程】 

〇定期的に外部を招いての会議を

実施し当該専修学校の運営やその

改善・向上において活用している

か 

〇職業実践専門課程においては、

教育課程編成委員会を年 2 回以上

開催しているか 

 

 

学校関係者評価委員

会は年に 1 回・教育課

程編成委員会に関して

は 6 月・10 月の年に 2

回実施している。 

その中で意見を頂い

た内容に関して、カリ

キュラムや学校運営に

反映している。 

各委員会に置いて、委員の方

から活発に意見が出るように

会議の運営をしている。 

頂いた意見をカリキュラム

に反映しており、より業界と学

びが直結するように意識して

いる。 

少人数制の中でより実践力を

育てるカリキュラムを今後も

構築していきたい。 

委員に関しては定期的に更新

をし、より多くの委員の方から

ご意見を頂戴できるようにし

ていきたい。 

6-3-2 学校評価を実施し結

果及び改善状況についての

情報を公表していること。 

 

〇評価結果を報告書に取りまとめ

ているか 

〇結果に基づく改善への取組を組

織的かつ継続的に行い、改善状況

についての情報を公開しているか 

評価を報告書にまと

め、今後の課題や改善

についても情報を公開

している。 

学校評価は年に 1 度実施し、

改善している。今後も継続し行

きたい。 

学校評価をより分かるような

形で公表していきたい。 

6-3-3 学校評価の結果に基

づく改善への取組を組織的

かつ継続的に行っているこ

と。 

 

〇評価結果に対する改善を検討・

意思決定をする組織体制は整備さ

れているか 

〇評価結果に基づく学校改善に取

組む体制は整備されているか 

評価結果に対して共

有し、改善についての

会議を開いている。 

組織的に取り組んでいるの

で、それを今後も継続していき

たい。 

改善の結果がより分かるよう

な公表の方法を検討したい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 
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6-4 （1/1） 

6-4 社会からの理解と情報の公表 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-4-1 

当該専修学校の教育活

動、学修成果、学校運営

等の状況に関する情報を

積極的に公表しているこ

と。 

○自己点検・評価結果をはじ

め、公表が求められている教育

情報について適切に公表し、説

明責任を果たしているか 

法令で定められている情報

に関しては HP を基に適切に

公表して言う。 

今後も継続して定期的に情

報が更新されていくように努

めていきたい。 

特になし 

6-4-2 

教育目的・目標の達成状

況や活動状況について関

連する教育機関、産業界

等をはじめ、社会全体か

らの理解を得るよう取組

んでいること。 

○当該専門学校の教育内容等

が社会から理解を得られるよ

うに、特に産業界等への積極的

な取組が行われているか 

○教育課程の編成、実施など実

践的な職業教育の展開、改善・

向上に向け、継続する教育機関

（高等学校等）、産業界、自治

体等からの意見を積極的に聴

取し、活用しているか 

教育課程編成委員会・学校関

係者評価委員会を始め、業界か

らの意見を聴取し、活動にいか

すとりくみを継続的に行って

いる。 

地域に関して少しかかわり

が薄い部分があるので、町内会

含めより積極的にかかわりを

持っていきたい。 

学生が産業界に貢献できる

ような産学連携教育に取り組

んでおり、このような取り組み

を今後も拡充していきたい。 

 

地域とのかかわりに関して

も学生が希薄な部分が課題と

して上げられる。 

学生と町内会かかわりを持て

るような機会を今後持たせて

いきたい。より業界内の多様な

職種の方から意見聴取を行う

機会を持っていきたい。 

 

参照資料 中項目の評定 

 ３ 

 

 
最終更新日付 2026 年 5 月 31 日 記載責任者 中村 道雄 

 


